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マグネシウム試薬の種類によるヒ素除去性能の違いについて
Difference in Arsenic Removal Performance among Types of Magnesium Reagents
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発展途上国の一部の地域では、ヒ素によって汚染された地下水を飲料水として直接利用しているため、健康被害が懸
念されている。それゆえ、健康リスク低減のために、効果的かつ安価な‘ヒ素除去剤’の開発及び供給が切望されてい
る。ヒ素除去剤（ヒ素吸着剤または凝集剤）を開発するためには、ヒ素除去に密接に関連する成分に着目した系統的な
試験を実施し、そして試験で得られた基礎的データを蓄積・公開する必要がある。本研究では、ヒ素除去に有効な成分
の一つとして、マグネシウムに焦点を当てた。ヒ素除去試験は模擬ヒ素汚染水を用いて行われた。6種類のマグネシウム
試薬（塩化マグネシウム、硫酸マグネシウム、酸化マグネシウム、水酸化マグネシウム、軽質と重質の炭酸マグネシウ
ム）が試験され、それらのヒ素除去性能は、試薬添加量と試薬中のマグネシウム含有量に基づいて評価された。
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